


【国保】 

 

Ｆ-1 投薬 

 

《令和２年９月８日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、「亜脱臼」又は「歯の亜脱臼」病名で、投薬の算定を認め

る。 

 

○ 取扱いの根拠 

歯の亜脱臼であっても歯科医学的に必要な場合は、投薬を認める。 

 

○ 留意事項 

投薬する薬剤については、その適応や用法・用量を考慮して投薬するこ

と。 



【国保】 

 

Ｆ-2 投薬② 

 

《令和２年９月８日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、「Ｐ」病名のみで、スケーリング実施後に出現した疼痛に

対する鎮痛剤の算定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

Ｐ病名であってもさまざまな病態があり、必要に応じて鎮痛剤の投与は

十分に考えられることから、スケーリング実施後に発現した疼痛に対する

鎮痛剤の投与は認められる。 



【国保】 

 

Ｆ-3 投薬③ 

 

《令和６年１２月５日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、「Ｐ」病名に対するスケーリング・ルートプレーニングを

行う前の抗菌薬の算定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

感染性心内膜炎の高度リスク患者等に対して、スケーリング・ルートプ

レーニングによる菌血症を抑制するため、当該処置を行う前に抗菌薬を投

与する場合がある。 

 

○ 留意事項 

「Ｐ」病名に対するスケーリング・ルートプレーニングを行う前の抗菌

薬の算定が傾向的にみられる場合等、診療状況が不明な場合は必要に応じ

て医療機関に対して照会を行い個々の症例により判断する必要がある。 


